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平 成 ３ ０ 年 第 １ 回 教 育 委 員 会 定 例 会 

 

平成 30年第 1回教育委員会が平成 30年 1月 19日午前 9時 30分に招集された。

出席委員、議事の大要は次のとおり。 

1 日 時 平成 30年 1月 19日（金） 午前 9時 30分から 

2 場 所 健康センター 第 1会議室 

3 付議案件 別紙議事日程のとおり 

4 出席委員 坂 田   篤 （教育長） 

 宮 川 保 之 （教育長職務代理者） 

 植 松 紀 子 （委員） 

 兵 頭 扶美枝 （委員） 

5 出席説明者 石 川 智 裕  （教育部長） 

 長 井 満 敏  （教育部参事） 

 粕 谷  勝 （教育総務課長） 

 原 口 和 之  （生涯学習スポーツ課長） 

 伊 藤 高 博  （図書館長） 

 星   治 利   （郷土博物館長） 

 福 泉 宏 介 （統括指導主事） 

 西 山   智 （指導主事） 

 原川 健一郎  （指導主事） 

 井 上 真 登  （指導主事） 

6 書 記 小 林 真 吾 （教育総務課庶務係長） 

 大 津 雄 平 
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平成 30年第 1回清瀬市教育委員会議事日程 

 

平 成 3 0 年 1 月 1 9 日 

午  前  9 時 3 0 分 

 

日程第 1 会議録署名委員の指名（植松委員） 

 

日程第 2 教育長報告 

 

日程第 3 教育委員報告 

 

日程第 4 報告事項 1  第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン実行計画 

   （案）について 

 

日程第 5 報告事項 2  清瀬市コミュニティプラザ等公の施設の指定管理者の 

   指定について 

 

日程第 6 報告事項 3  清瀬市立清瀬内山運動公園等公の施設の指定管理者 

   の指定について   

  

日程第 7 報告事項 4 平成３０年成人記念式典の実施報告について  

 

日程第 8 報告事項 5 平成２９年度第２学期のいじめ及び不登校の状況につ 

  いて 

 

日程第 9 報告事項 6 「働き方改革検討委員会」における検討の中間報告に 

   ついて 

 

日程第 10 報告事項 7 清瀬市教育委員会事務局職員への発令について 

 

日程第 11 その他  今後の日程について 
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議事の日程並びに議事の大要並びに議決事項 

  

開会 

坂田教育長が開会を宣言。 

 

日程第 1 会議録署名委員の指名 

坂田教育長が粕谷委員を指名。 

 

日程第 2 教育長報告 

（坂田教育長） 

〇1月 7日 成人記念式典 

○1月 17日 第四小学校教育委員会訪問 

 

日程第 3 教育委員報告 

（兵頭委員） 

○1月 7日 成人記念式典 

 

（植松委員） 

○1月 7日 成人記念式典 

 

（宮川教育長職務代理者） 

〇1月 7日 成人記念式典 

○1月 17日 第四小学校教育委員会訪問 

 

日程第 4 報告事項 1 第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン実行計画（案）につい

て 

（粕谷教育総務課長） 

第 2 次マスタープラン実行計画につきましては、9 年間の全体計画の中で、3 年単

位で実行計画を定めて、毎年度必要な見直しを繰り返していくことで計画に定めた目

標を達成するという手法で進行管理を行います。 

実行計画のローリングは、来年度から10月の定例会にお諮りし、委員の皆様のご意

見を踏まえた修正を行い、事業を所管する各課を通じて必要な予算要求を行っていく

とともに、委員の皆様におかれましては、その内容を基にして市長への予算要望に活

用していただくものでございます。そして、翌年 2 月に予算の内示を反映したものを再

び定例会でご報告し、最後は 3月の市議会に報告するという流れとなっております。 

この流れにつきましては 7 月の全員協議会でご説明させていただいておりますが、
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現在お手元にある予算内示前の計画案は、平成 29 年度は計画初年度ということで、

10 月ではなく、今回の定例会にお諮りすることとなっておりましたのでご了承ください。

期間が短いですが来月の定例会では予算の内示状況を反映したものを再度ご報告さ

せていただく予定となっておりますのでよろしくお願いいたします。 

以下、5つの柱を構成する 16の方向性のうち、今回指標を変更したものについて説

明。 

・3 ページ、方向性 1 は世論調査の項目を指標としているが、今年度実施した調査に

おいて設問内容が変更となったことから、それに合わせて指標名を変更。なお、31 年、

37年度の目標値の変更はない。 

・4ページ、方向性 2は事業の参加者アンケートを指標としていたが、世論調査の設問

項目を指標とした。 

・6 ページ、方向性 4 も事業の参加者アンケートを指標としていたが、方向性 2 と同様

に世論調査の設問項目を指標とした。 

・8ページ、方向性 6は、教育相談センター利用者のアンケートで「満足」と回答した割

合を指標としていたが、「全相談件数のうち継続の相談件数の割合」に指標を変更。 

・それ以外のものについては、平成 28年度現状値が「指標なし」としていたものは平成

29年度現状値をすべて入れ込んだ。 

 

（坂田教育長） 

 各課の年度ごとの事務事業において、全て右矢印となっているが、果たしてこれで

良いのか、ここは見直してみる必要がある。おそらく右矢印の中には、評価をして、改

善していくという意味が含まれていると思うが、毎年同じことをやって方向性の達成が

できるのか、真摯に振り返ってみる必要がある。例えば、8 ページ、教育相談センター

の運営が全部右矢印になっているが、本当にこれが妥当なのかどうか、組織内で十分

検討して、見直していただきたい。 

 また、5 ページ、きよせ郷土カルタ大会の検討から実施までに 3 年間を要するのは、

タイムスケジュールとして遅すぎる。31年度に実施できるように検討していただきたい。 

 

（兵頭委員） 

 8 ページの指標、全相談件数のうち継続の相談件数の割合で現状値 70％が続いて

いるが、相談を継続することを良しとするような意味合いか。どちらかというと新規の人

が入る余地がある方が良いのではないか。 

 

（長井教育部参事） 

 ご指摘の通り、疑問が残る部分もあるので、新規も含めてどのような状態を良しとして

いくのか、検討いたします。 
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（宮川教育長職務代理者） 

 担当課を表示せず、その欄に事務事業名を記載し、各年度の欄に具体的にどのよう

なことを実施していくのかを記載するような形にした方が、市民にとってもわかりやすい

のではないか。 

 

（粕谷教育総務課長） 

 今回のローリングにおいて対応することは難しいので、今後検討いたします。 

  

日程第 5 報告事項 2 清瀬市コミュニティプラザ等公の施設の指定管理者の指定につ

いて 

（清瀬市教育委員会会議規則第 11条の規定に基づき、日程第 6 と一括で報告） 

 

日程第 6 報告事項 3 清瀬市立清瀬内山運動公園等公の施設の指定管理者の指定

について 

（原口生涯学習スポーツ課長） 

 公共施設のうち、コミュニティ施設及び運動施設を効率的、効果的に運営するため、

清瀬市指定管理者選定委員会における審査の結果、コミュニティプラザひまわり等の

公の施設につきましては、一般社団法人清瀬文化スポーツ事業団に指定管理者の指

定を行いました。また、清瀬市立下宿地域市民センターなどのスポーツ施設におきま

しては、ＨＯＮＤＡ ＥＳＴＩＬＯ 株式会社に指定管理者の指定を行いました。 

 本件につきましては、12月の市議会において、議決をいただいております。 

 

（質疑なし） 

 

日程第 7 報告事項 4 平成３０年成人記念式典の実施報告について  

（原口生涯学習スポーツ課長）  

 平成 30年 1月 7日 日曜日、平成３０年清瀬市成人記念式典を開催いたしました。

式典参加者数は、462 名の 59.3％でした。アトラクションへの参加者が少なかったこと

につきましては、終わりの時間を明確にしていくなどの工夫をしてまいりたいと思いま

す。 

 

（坂田教育長） 

 実行委員会方式での運営の検討状況について伺いたい。 

 

（原口生涯学習スポーツ課長） 
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 他市においては、成人記念式典を新成人又は既に成人された方が実行委員会を結

成して開催しているところがございます。当市におきましても、今年度、市報やホーム

ページ等で実行委員の募集をしましたが、応募者なしという結果でした。他市では、成

人式が終わった直後に、新成人の方にダイレクトメールを送って募集する方法を取っ

ていると伺っておりますので、今後他市の事例も参考にしながら、実行委員会方式で

の開催を目指していきたいと考えております。 

 

日程第 8 報告事項 5 平成２９年度第２学期のいじめ及び不登校の状況について 

（福泉統括指導主事） 

 2 学期のいじめの発生状況ですが、初認定件数が小学校では 11 件、中学校では 1

件でした。いじめの態様は、小学校では、冷やかし・からかい・悪口等が 8件と多く、中

学校では、金品たかりや金品の隠し・壊し・破壊がそれぞれ 1 件となっております。発

見のきっかけについては、アンケート 4 件、本人の訴え 3 件、被害児童等の保護者 4

件となっており、その対応を担任が中心となって行っているという状況です。これにつ

いて、学校でもいじめ発見のきっかけをつかめるようにということで、学校へ助言をして

いく方法としてどのようなことが考えられるか、さらに検討を進めなくてはならないと考え

ております。 

また、スクールカウンセラーが発見したとういうケースは、今回はありませんでした。

被害児童・生徒への対応状況においてもスクールカウンセラーの活用がさらに図られ

るべきと考えておりますので、どのような指導・助言が効果的か検討してまいりたいと思

います。 

 

（坂田教育長） 

 この件については、指導課に具体的な解決策の提案を求める。その提案に対して教

育委員会で議論し、意思決定し、全校でやってもらうので、検討していただきたい。 

 

日程第 9 報告事項 6 「働き方改革検討委員会」における検討の中間報告について 

（長井教育部参事） 

昨年 8 月に中央教育審議会の学校における働き方改革特別部会から緊急提言が

公表され、それを受けて、本市の学校でもできる働き方改革を協議する場として、10

月に「学校の働き方改革検討委員会」を立ち上げました。昨日も、第 3 回を開催しまし

たが、これまでこの検討委員会では、学校閉庁日を設けることや、留守番電話対応、

勤務時間の把握等について、話し合いを重ねてまいりました。 

資料の上段中ほどが、本市における働き方改革の基本的な考え方と、取組みの方

向性を示しています。働き方改革の 5 つの方策、「意識・風土を変える」「人を増やす」

「業務量を減らす」「業務を効率化する」「組織力を高める」に、「保護者・地域住民へ
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の理解促進」という視点を加えて、本市の取組みの方向性をまとめています。9 月に部

活動について話題にした際も、教育長からお話がありましたが、この働き方改革は、取

組みを単体で行っていくことはあまり効果的ではなく、一つの大きなパッケージで考え

ていく必要があります。特に「人を増やす」という方策には、予算の裏付けが必要にな

ってくるため、国や都の動向も視野に入れながら、何にどういう順で取り組んでいくの

かという視点で方向性を考えています。検討委員会では、取組みを推進していくのか

をこの表をベースに、検討委員会で協議を行ってまいりました。 

上段右の四角は、その検討委員会の概要になります。委員としましては、学校から

は校長会代表として、清瀬第二中学校の荒川校長、副校長会代表として、清瀬第八

小学校の岩崎副校長、教員代表として、清明小学校の千田主幹養護教諭、事務職員

代表として共同事務室の篠原室長に入っていただいております。その他にも、清瀬第

六小学校の野村校長、清瀬第七小学校の富永校長も、昨日の会に参加いただいて

います。 

下段の四角に、平成 31年度までの検討委員会を中心とした働き方改革の取組みを

まとめております。具体的な取組みとして、平成 30 年度の夏季休業日に学校閉庁日

を実施します。8月 13日から 17日の 5日間で、学校閉庁日を設けることとしています。

日数は、各学校が決めることとしています。 

その他、学校の働き方改革実践事例集を作成することとして、現在各学校に原稿を

依頼しているところです。昨日の会でも話題になりましたが、この実践事例集で掲載さ

れた取組みのうち、優れた取組みについては教育委員会から働きかけ、全校で実施

していく予定です。 

また、東京都から今年度中に、各区市町村の働き方改革に係る実施計画を策定す

ることが求められていますので、2月までに実施計画をまとめ、第 4回の検討委員会で

の議論を経て、教育委員会にもご報告させていただきます。 

 

（兵頭委員） 

 タイムカードによる勤務時間の実態把握は実施する方向にあるのか。 

 

（長井教育部参事） 

 国は自己申告制ではなくて、ＩＣＴの活用やタイムカードでの勤務時間の把握を求め

ているところですので、市職員と同じタイムカードを使ったシステムを活用する形ででき

ないかということを費用面も含めて今後検討していきます。 

 

日程第 10 報告事項 7 清瀬市教育委員会事務局職員への発令について 

（人事案件の為非公開） 
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日程第 11 その他 今後の日程について 

（粕谷教育総務課長） 

○総合教育会議  

 1月 19日（金）13時 30分から 健康センター第１・２会議室  

○小中学校新春書初め展  

1月 20日（土）～21日（日）午前 9時 30分～午後 4時 郷土博物館  

○特色ある教育活動プレゼンテーション 

（芝山小、六小、七小、清明小） 

1月 26日（金）午前 9時 30分～正午 中清戸地域市民センター2階 第 1会議  

（清瀬小、三小、四小、八小、十小） 

1月 30日（火）午前 9時～正午 健康センター第 3会議室 

（中学校全校） 

1月 31日（水）午前 9時～正午 中清戸地域市民センター1階 多目的ホール 

○東京都教育委員会 持続可能な社会づくりに向けた教育推進校研究発表会 

1月 27日（土）研究発表：午前 11時 25分～午前 11時 45分 

児童の発表：午前 11時 45分～午後 0時 5分 

清明小学校 

○北多摩地区公立中学校美術展  

1月 27日（土）午前 9時から午後 5時、28日（日）午前 9時から午後 3時  

郷土博物館 

○東京都市町村教育委員会連合会研修会 2月 2日（金）午後 2時から午後 4時 

東京自治会館 

○第 19回清瀬市スーパードッジボール 

（小学 3・4年生） 2月 3日（土）開会式 9時 市民体育館（下宿地域市民センター内） 

（小学 5・6年生） 2月 10日（土）開会式 9時 清瀬小学校 

○第 9回中学生東京駅伝 2月 4日（日） 

午前 10時から女子の部、午後 1時から男子の部 味の素スタジアム 

○市内 14校ＰＴＡ保護者会連絡会 2月 9日（金）午前 10時から 清瀬第七小学校 

○教育委員会全員協議会 2月 9日（金）午前 9時 30分から 健康センター第 3会議

室 

○教育委員会表彰 2月 9日（金）午後 4時から 健康センター第 1・2会議室   

 

 

閉会 

坂田教育長が閉会を宣言。 
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閉会 午前 11時 25分 

平成 30年 1月 19日 

 

上記のとおり会議の顛末、大要を記し相違ないことを証する。 

 

清瀬市教育委員会 

 

教育長  坂田 篤 

 

      委員    植松 紀子 

 


